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本日のアウトライン 

• なぜ、私が講演者に選ばれたのか 
 

• 教科書執筆の経験から得たこと 
 

• 今回の新指導要領にどう工夫・対応したか？ 
 

• 空間概念の理解への挑戦 



なぜ私が選ばれたのか 



出版・監修物 流通点数 
執筆者別ランキング 

(2012.09.18現在、books.or.jp 調べ） 

• 第一位  ６２    池内 了 
• 第二位  ５８    渡部潤一 
• 第三位  ４４    福江 純 
• 第四位  ４２    佐藤勝彦 
• 第五位  ３３    縣 秀彦 
• 第六位  １８    海部宣男 
• 第七位  １７    谷口義明 

 
 



学習指導要領に沿った 
教科書・指導書の執筆 

• 中学校理科 大日本図書 天文分野 
• 小学校理科 大日本図書 天文分野 
• 同上  指導書 

 
• 中学校３年 国語 三省堂 
      (一部、単行本からの採用）  



教科書執筆の経験から得たこと 

• 自由に書くことはほとんど不可能 
例：金星の動き  「惑星の太陽を回る速度
は、太陽に近いほど早い。そのため、金星は
地球に接近するときには夕方の空に見え、
地球を追い抜いて遠ざかるときには明け方
の空に見える。」        ×却下 
 
例：散開星団と球状星団をプロットしてみよう 
                      ×却下 



教科書執筆の経験から得たこと 

• 学習指導要領という金科玉条に沿わなくて
はならない 

• ごく一部は「発展」として入れることは可能 
 

例：天動説で決まった曜日の並び 
  まじめな宇宙人捜し（SETI)  



教科書執筆の経験から得たこと 

• 教科書執筆の醍醐味は 
 

 「学習指導要領という枠内で、いかに創意
工夫するか」 
 
• 一般書執筆：自由に書く       S的 
 教科書執筆：不自由な中で書く   M的 



今回の新指導要領にどう工夫・
対応したか？ 

 
小学校理科天文分野 

 



①6年で「月と太陽」が追加 
・月の満ち欠けと太陽の位置関係が関係していること 
 （小学校では地球から見た太陽と月の位置関係を扱い，

中学校で地球の外から月や太陽を見る見方を扱う） 
 
②理数の充実，質量両面での格段の充実 
・指導要領改訂後の「教科書の改善について」（平成20年

12月25日，教科用図書検定制度審議会、中学校の教
科書も同様） 

 
③学習指導要領を超える「発展」的内容 
・資料などを豊富に掲載し、新内容の充実をはかる 
 
 
 
 

 
 



小学校の新内容の紙面① 

  まず，午前中の月を観察し，２~３
日後の同時刻にも観察。 

6年p.78-79 



  ボールに光をあてるモデル実験を
通して月の形の変化を考察。 

6年p.80-81 小学校の新内容の紙面② 



位置関係の図解。（地球から見ている） 

6年p.82-83 小学校の新内容の紙面③ 

  「発展」として月と太陽の動
く速さを解説。 



  月と太陽の表面。平成元年の指導
要領にもあった内容。 

6年p.84-85 小学校の新内容の紙面④ 

  「発展」として太陽が球形で
あることを解説。 



  「発展」として月と太陽の大きさと地
球からの距離を解説。 

6年p.86-87 小学校の新内容の紙面⑤ 

  最後に学んだことを生かし
て考察させる問いかけ。 



今回の新指導要領にどう工
夫・対応したか？ 

 
中学校理科 天文分野 



①学習指導要領の新しい考え方 
・キーワード：習得・活用・探究，分析・解釈，継続的な
観察，日常生活や社会との関連 

・これらの要素を取り入れた工夫 
② 「月の運動と見え方，日食月食」，「銀河系の存在」 
の追加 
・小学校での学習からの継続性を重視 
③理数の充実，質量両面での格段の充実 
・指導要領改訂後の「教科書の改善について」（平成

20年12月25日，教科用図書検定制度審議会、小
学校の教科書も同様） 

・写真やイラストの工夫，ビジュアル面の改善を意図 
④学習指導要領を超える「発展」的内容 
・資料などを豊富に掲載し、新内容の充実をはかる 
 
 
 

 
 



①学習指導要領の新しい考え方（キーワード） 

継続的な観測 
（年間を通した観察例の紹介を巻頭に） 

日常生活や社会との関連 
（コラム「くらしの中の理科」） 

p.201 p.4 



② 「月の運動と見え方」の追加 
地球の外から月と太陽の位置関係を学習ページを作成 
 
 

 
 

中学校3年p.216-217 



② 「日食・月食」の追加 

イラストや写真を使ってわかりやすく図解 

p.218-219 



② 「銀河系を含む宇宙の広がりの図」の追加 

ビッグバン理論も発展として解説 

p.312-313 



旧教科書（大日本図書・平成18年版）の惑星解説の紙面 

p.79-80 
③内容豊富な教科書へ 



③内容豊富な教科書へ 

解説文は平成24年度版では，いっそう詳しくした。 

p.223-224 



最新のイラストや写真を使ってレイアウトを工夫 

p.212-213 

③理数の充実，質量両面での格段の充実：「ビジュアル化」 

 



指導要領を超える発展的内容の充実 
（ブラックホール以外は旧教科書にはない内容） 

p.235 p.227 
④「発展」 



空間概念の理解への挑戦１ 

◆天文の難しさ＝空間概念の把握の難しさ 
 
◆教科書では，空間概念を身につけられる
ように工夫 
 
◆ 早めの天球の概念の解説 
◆ モデル実験としての天球儀や三球儀活用 

 
 
 



天球儀・三球儀を使った観察例を新設 

天球儀 三球儀 

p.207 p.199 



空間概念の理解への挑戦２ 

◆教科書では限界も 
 
◆デジタルコンテンツの導入・活用 

◆ WEB上での情報・教材提供 
 
 大日本図書HPのトップページ右「星や月」のアイコンから 
 
 



大日本図書トップページ 

 



 大日本図書HPでの 
     デジタルコンテンツの提供 
 
＜星空観察＞ 
 毎月の観察しやすい星座や恒星を星図とともに
解説 

＜星空カレンダー＞ 
 各月の主な天文現象をカレンダー形式で紹介 
＜特集＞ 
 主な天文現象や特徴的な天体の観察について，
動画やシミュレーション画像で紹介 

＜掲示用素材＞ 
 プリントして掲示できる資料をPDF形式で掲載 
 
 
 
 



「星や月」トップページ 9月の星空カレンダー 



 

実際の動画像の提供 



掲示用素材の例 



謝辞： 
 中村 潤（大日本図書編集部 中学校理科） 
   ほか編集部の皆様 
 教科書共同執筆者の皆様 



中村 潤 
 
大日本図書 編集部 中学校理科 

 近日発売予定 
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